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居住環境における好湿性真菌の推移
　　○相原真紀゛田中辰明“　中西礼子゛
　　（゛お茶大・院，”お茶大）

　【目的】居住環境で多くみられる好湿性真菌に注目し、菌数の推移と発生要因について明らかにした。

　【調査および方法】

退進塞盤：好湿性真菌の発育特性を知るために、発育温度試験と水分活性(Aw)試験を行った。発育温度

　試験では、試験菌をPDA培地に接種し、25, 30, 36, 42℃で培養した。Aw試験では、Aw 0.78～0.97に

　調整したlo複煩の培地に試験菌を接種し、25℃で培養した。それぞれ経時的に観察し、コロニーの直

　径を計測した。

懇意；横浜市にある賃貸集合住宅において、1996年７月より

　壁や床などに付着している真菌の動態を調査するために、

開始した。

106ヵ所のサンプリング点において10cm×

　lOcmの範囲を滅菌スタンプスプレードで拭き取った。それをPDA培地とM40Y培地に塗布し、１週間か

　ら10 a培養後、同定を行った。

　【結果】

基礎実験＝好湿性真菌であるCladosporitmはヽ25, 3o℃では発育良好であったがヽ36℃にﾀ列ﾓ轡苧Ξ

　発育が悪くなり、42℃では発芽が認められなかった。またAw 試験では、Aw 0.95 以上で特に発育良好

　であったが、Aw 0.9以下になると発育活性が低下する傾向がみられた。

遡査：北側洋室の床、ソファ下、窓、畳、トイレの床、浴室のドアでCladosporiimの発生が認められた。

　月ごとの菌数変化をみていくと、どの場所も6月に少し発生しているものの、３月から8月まではほと

　んど発生が認められず、10月から12 月に急激に増加し。再び1月から２月に減少する傾向がみられた。

以上のことから、Cladosporiimは25～30℃を至適温度、相対湿度90％以上を至適湿度とし、極端な暑さ、

寒さや乾燥には弱いため、高温となる夏や乾燥し低温となる真冬には発生しにくいことがわかった。
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目的　昭和55年に竣工した東京のハイブリッドソーラーハウスは徹底した省エネルギー設計

がなされた。しかし時間の経緯と共に蓄熱をかねた床暖房も十分には効かないようになった。

それと共に室温の低下、これに伴う相対湿度の上昇があり、カビにとって生息しやすい状態に

なった。そこで年間のカビの動態調査を行った。

方法　平成９年４月から温・湿度、空中浮遊真菌、空中落下真菌について毎月１回調査を行っ

た。対象となった部屋は地下室・半地下室・中２階そして屋外の４ケ所である。温・湿度につ

いては自記記録計とアスマン温湿度計の２種類を用いて計測した。空中浮遊菌はRCSエアー

サンプラーを用いて８０Ｌの空気を吸引し、１週閥から1 0 日fB]培養後計数を行った。空中落

下菌は静穏な状態でPDA, M4 OY培地を1 0分間開放し、2 5℃で１週間培養後にカウン

ト、1 0 日間培養後に同定を行った。

結果　温度について、中２階は外気の影響を受けて変動しているのに対し半地下室はその影響

が少ない。さらに地下室は外気の影響をほとんど受けずに一定の温度を保っていることが判っ

た。湿度についても地下室は一定かつ高い湿度であった。このような地下室の状態はカピにと

って生息しやすい条件であり、事実　地下室では他の部屋に比べ空中浮遊菌、空中落下菌とも

多く検出された。地下室で検出される菌のほとんどがPenici輩um sp.であった。半地下室で

検出される菌数は地下室にくらべ少ないものの､地上にある中２階よりはやや多く検出された。

屋外では同定もできないような多種多様な菌が検出された。
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